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□□ロIな］蒻白をの応尿にt-吋

らば質占主排管入此寸り
山釦ー 名

主 堕のも： ：糞泄をる管許

直外分其房せ通ゃをろ

孔の解饂はらり血輪り

よ物応は水るて液尿え

り髄由尿応＞膀中管よ

tにて素しな院のこり な

＇下翌生尿てり。中不云羞 ;I裟

炭［ fヽ 、酸殆 応用ふ長
(}.. . .琢

酸てだ等ん ；＼分青争き 喜

Iの 身 、 る 応 さ り、は脈管｀

一髄も［百 充雙血出三

部をのこ分 つ｛》、のて］
を防な此中 れて一＞、I，‘訟

排護り等の ば尿だ膀．I
゜泄す は九 始こもし脱 l＝ 饂，

［：る 多十 めな腎に
，．｀心～・ン；，． 9 ，.,..9 9 ̀’ ’,., .、←ヽ沼．．＇ヽタ．’ •ン．． ．．． ．．．． ．．．｀ ’‘ ^'ー ．． ー ー 、叫・応••そ知．‘ ’ ヽゃ,,,;;畠羞芦．ぃ•••99一心， ぷ辛吋； v ^、,

ぐ・•9ヽ ：ヘ・・ン 6 •,. . 9, 9が 、べ；匁． ： 、•cク· c. 9 <'・ ふ ’ ‘’ ’ 文‘, .‘•: :.. 9¥.,9 ; • 9. • • 9 ：マ 足 、9 .,̀: 9•• • 、 9•9．、今 ・で9/9 < ‘ . ..,. •’ ,• :̂、 ··'’と'•,、‘·
、・，べ .-,_. ・.‘・ ヽ

が．か心、・ ネ：，ぞ穴ぢ謬疇ぶ喜；：紐’'.名•9．． いご、く；謬；：娑砂芯：吝’らC＜企‘娑疇賛謬仔．盆，．合、滋芦巧9カー99~,•9、、. ; 





図書 和図瞥．

1111~1 IJII /IIIJI ljllll llllllll If I I~ 11(1 1~1111 




